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６３．ジクアトジブロミド又はジクワット 

６３． 1,1´-エチレン-2,2´-ビピリジニウム=ジブロミド 

別 名：ジクワット、ジクアトジブロミド  

管 理 番 号：63 

PRTR 政令番号：1-083（化管法施行令（2021年 10月 20日公布）の政令番号） 

CAS 登録番号：85-00-7 

構 造 式： 

 

性 状：黄色の固体 無臭 水に溶けやすい（水溶解度 10 g/L以上） 

 

・1,1´-エチレン-2,2´-ビピリジニウム=ジブロミドは、ジクワットとも呼ばれ、畑、水田、公園や

駐車場などで除草剤などとして使われている農薬の有効成分（原体）です。 

・2023 年度の PRTR データでは、環境中への排出量は約 100 トンでした。すべてが農薬の使

用に伴って土壌へ排出されました。 

■用途等 

1,1´-エチレン-2,2´-ビピリジニウム=ジブロミド（以下「ジクワット」と表記します）は、除草剤

として使われる農薬の有効成分（原体）です。ジクワット単独でまたは他の有効成分（原体）と

混合して、液剤に製剤化されたものが、水でうすめて使われています。 

ジクワットは、植物の茎や葉の部分から吸収され、植物の葉緑体が光合成をする際に影響を及

ぼして植物細胞を損傷し、その作用によって植物を枯らします。葉緑体をもつ幅広い植物に効果

があるため、野菜や果樹などの畑地、耕起前の水田のほか、公園や駐車場などでも除草剤として

使われています。また、ジャガイモの栽培では、効率よく収穫作業を行うために、収穫前に薬剤

を散布して茎葉を枯らす目的にも使われています。 

■排出・移動 

2023 年度の PRTR データによれば、わが国では 1 年間に約 100 トンが環境中へ排出されたと

見積もられています。すべてが農薬の使用に伴って土壌へ排出されました。都道府県別では、排

出量が多かった地域は北海道や茨城県などのさまざまな地域でした。 

なお、事業所からの下水道や廃棄物への移動はありませんでした。 

ー1－



６３－２                                                                               第 2 版 

作成日：2026年 3月 13日 

 

６３．ジクアトジブロミド又はジクワット 

■環境中での動き 

土壌中に排出されたジクワットは、実際の水田や畑地を使った実験では、分解はされにくいこ

とが報告されています 1)。 

水中に排出された場合は、自然水を用いた光分解試験（pH7.9、25℃）では、東京春季太陽光換

算で 10.4 日で半分の濃度になると算出されています 2)。また、加水分解試験（25 ℃）では、pH 

5および 7では加水分解されにくく、pH 9では 222日で半分の濃度になると算出されています 1)。 

■PRTR対象物質選定の根拠（有害性） 

経口慢性毒性 ラットに 2 年間、ジクワットを含む餌を与えた実験では、白内障、レンズの混濁、

血中尿素窒素濃度の増加などが認められました 3)。この実験結果から求められる口から取り込ん

だ場合の NOAEL（無毒性量）はジクワット換算で体重 1 kg当たり 1 日 0.35 mg でした 3)。（この

データは後述「人健康・有害性評価」に示すデータとは異なります。） 

ジクワットは、2013 年に FAO/WHO 合同残留農薬専門家会議（JMPR）で ADI（許容一日摂取

量）が体重 1 kg 当たり 1 日 0.006 mg（=6 µg）と設定されています 4)。（この ADI は後述「人健

康・有害性評価」に示す ADIとは異なります。） 

またジクワットは、EPA飲料水基準（Maximum Contaminant Level）が 0.02 mg/L と設定されて

います 5)。 

作業環境許容濃度から得られる吸入慢性毒性 ジクワットは、米国産業衛生専門家会議（ACGIH）

において、1 日 8時間、週 40 時間の繰り返し労働における作業者の TWA（許容濃度）が 0.5 mg/m3

（総粉じん）、0.1 mg/m3（吸入性粉じん）と勧告されています 6)。 

※「吸入性粉じん」とは、肺胞まで達する粒子のことを指します。「総粉じん」とは「吸入性粉じ

ん」を含め、ある程度の時間、空気中を浮遊できる大きさをもつすべての粒子のことを指しま

す。 

生態毒性 ジクワットは、藻類（緑藻類）の 96 時間 EC50（半数影響濃度）が 0.0094 mg/L（=9.4 

µg/L）、甲殻類等（オオミジンコ）の遊泳阻害に基づく 48時間 EC50が 1.17 mg/L とされています

7)。（選定根拠（有害性）に使用されたこれらのデータは後述「生態（有害性・リスク評価）」に示

すデータとは異なります。） 

■人健康 

有害性評価 雌雄のラットに 2 年間、75 ppm（ジクワットイオン換算値）のジクワットジブロミ

ドを餌に混ぜて与えた実験では、白内障や尿量増加などが認められました 1)。この実験結果から

求められる口から取り込んだ場合の NOAEL はジクワットイオン換算値で体重 1 kg 当たり雄で 1 

日 0.58 mg、雌で 1 日 0.72 mg でした 1)。（この試験結果は、後述「リスク評価 ADI（許容一日摂

取量）」の根拠となっています。） 

雌雄のラットに体重 1 kg当たり 150 mg（ジクワットイオン換算値）のジクワットを口から 1 回
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与えた実験では、雌雄両方で下痢や立毛のほか体重増加抑制及び摂餌量減少などが認められまし

た 1)。この実験結果から求められる口から 1 回与えた場合の NOAEL はジクワットイオン換算値

で体重 1 kg当たり 75 mgでした 1)。（この試験結果は、後述「リスク評価 ARfD（急性参照用量）」

の根拠となっています。） 

体内への吸収と排出 人がジクワットを体内に取り込む可能性があるのは、食物や飲み水による

と考えられます。体内に取り込まれた場合は、ラットに口から与えた実験によると、一部は代謝

物に変化し、投与後 168 時間以内にふん（約 80～90 %）及び尿（約 3～6 %）に含まれて排せつ

されたことが報告されています 1)。 

リスク評価 食品安全委員会の「農薬評価書：ジクワット（2019年）」では、慢性毒性に関わる試

験結果として、口からジクワットを取り込んだ場合の雄ラットの NOAEL がジクワットイオン換

算値で体重 1 kg当たり 1 日 0.58 mg であること（このデータは「有害性評価」にて示したデータ

と同じです。）に基づいて、ジクワットの ADI（許容一日摂取量）をジクワットイオン換算値で体

重 1 kg当たり 1 日 0.0058 mg（=5.8 µg）と設定しています 1)。環境省の「水質汚濁に係る農薬登

録基準の設定に関する資料」では、ADIが体重 1 kg 当たり 1 日 0.0058 mg（=5.8 µg）であること

に基づいて、水質汚濁に係る農薬登録基準（0.015 mg/L）（ジクワットイオン換算値）を設定して

います 8)。また同資料では水濁 PEC（水質汚濁に係る環境中予測濃度）が 0.0051 mg/L（=5.1 µg/L）

と算出されることに基づいて、水濁 PEC は水質汚濁に係る農薬登録基準を下回っていると報告し

ています 8)。 

また、食品安全委員会の「農薬評価書：ジクワット（2019年）」では、急性毒性に関わる試験結

果として、口からジクワットを取り込んだ場合のラットの NOAEL がジクワットイオン換算値で

体重 1 kg当たり 75 mg であること（このデータは「有害性評価」にて示したデータと同じです。）

に基づいて、ジクワットの ARfD（急性参照用量）をジクワットイオン換算値で体重 1 kg 当たり

0.75 mgと設定しています 1)。 

そのほか、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会の「農薬・動物用医薬品部会報告について（2020

年）」では、食品を通じたジクワットの国民全体（1 歳以上）での EDI（推定一日摂取量）を 1 人

当たり 1 日 0.0197 mg（=19.7 µg）と算出しています 9)。これは、ADI（許容一日摂取量）を国民

の平均体重を乗じた値の 6.2 %に相当します 9)。 

なお、2025年 1月時点では、原水及び浄水（給水栓等）を対象とした各自治体における水道水

の水質検査結果（2020～2022年度）では、水道水から水質管理目標（0.01 mg/L 以下）を超える濃

度のジクワットは検出されていないことが報告されています 10)。 

注 1：「ジクワットイオン換算値」とは、ジクワットから臭素イオンを除いたジクワット陽イオン

（下記構造式参照）の質量として表示した値です。 
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■生態（有害性・リスク評価） 

2025 年 3 月時点では、わが国では水生生物に対する信頼できる PNEC（予測無影響濃度）は算

定されていません。 

環境省の「生活環境動植物の被害防止に係る農薬登録基準として環境大臣の定める基準の設定

に関する資料」では、登録基準を急性毒性から設定しており、藻類（緑藻）の生長阻害に基づく

72 時間 EC50が 0.0136 mg/L（=13.6 µg/L）であることを根拠とし、AECa（藻類急性影響濃度）を

0.0136 mg/L（=13.6 µg/L）と算定しています 2)。同資料ではこの AECaに基づいて、水域の生活環

境動植物の被害防止に係る農薬登録基準（13 µg/L）（ジクワットイオン換算値）を設定しています

2)。 

また同資料では、水域 PEC（公共用水域における環境中予測濃度）が 0.0053 mg/L（=5.3 µg/L）

と算出されることに基づいて、水域 PEC は水域の生活環境動植物の被害防止に係る農薬登録基準

を下回っていると報告しています 2)。 

なお、ジクワットは環境省の「内分泌かく乱作用に関する試験・評価事業（EXTEND2022 等）」

では、既存知見の信頼性評価により、試験対象物質としないとされています 11), 12)。 

注 2：「ジクワットイオン換算値」とは、ジクワットから臭素イオンを除いたジクワット陽イオン

（下記構造式参照）の質量として表示した値です。 

 

 

 

 

生産量等 国内生産量（2023 年）：－13)（報告データなし） 

輸入量（2023 年）：約 360 トン 13)（原体） 

輸入量（2019 年）：約 40 トン 14)（製剤） 

排出・移動量 

(2023 年度 PRTR

データ) 

環境排出量：約 100 ト

ン 

（届出・届出外排出量

の集計結果） 

※1：都道府県別構成比は

上位 5 都道府県を示す。 

排出源の内訳（％） 都道府県別構成比（％）※1 

事業所（届出） － 北海道 12 

事業所（届出外） － 茨城県 12 

非対象業種 100 群馬県 6 

家庭 － 千葉県 5 

移動体 － 鹿児島県 5 

事業所（届出）における 

排出量：－ 

事業所（届出）における排出先の内訳（％） 

大気 － 土壌 － 

公共用水域 － 埋立 － 

業種別構成比（上位 5 業種、％） 

－ － 

－ － 

－ － 
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－ － 

－ － 

事業所（届出）における 

移動量：－ 

事業所（届出）における移動先の内訳（％） 

下水道への移動 － 廃棄物への移動 － 

業種別構成比（上位 5 業種、％） 

－ － 

－ － 

－ － 

－ － 

－ － 

PRTR 対象物質選定（2021 年 10 月改正政令）の根拠（以下の欄に「○」または根拠を記載） 

 有害性 経口慢性毒性，作業環境許容濃度から得られる吸入慢性毒性，生態毒性（藻類，

甲殻類等） 

排出量等 

(2014 ～ 2017

の平均) 

PRTR 排出量 PRTR 移動量 推計排出量 または 製造・輸入数量 

○   

環境モニタリ

ング結果 

(2008～2017) 

複数地域検出※2 ※2：「御利用にあたって」に記載の該当調査で 2008～2017年の 

期間に複数地域で検出された場合に選定根拠とします。  

環境保全施策 

上必要な物質 

（法令等） 

 

環境データ※3 

（～2025.3 公表 

時点の最新） 

水道水 

・水道水の水質検査結果（原水・浄水試験）：水質管理目標（0.01 mg/L）超過数；

原水 0 / 1,016 地点，浄水 0 / 902 地点；[2022 年度，日本水道協会] 

公共用水域 

・水環境中の要調査項目等存在状況調査：検出数 0 / 30 地点（定量下限値 0.001 

mg/L（=1 µg/L））；[2009 年度，環境省] 

その他 

・ゴルフ場で使用される農薬に係る水質調査結果（排水口）：水産指針値（130 

µg/L）超過数 0 / 1 検体；[2016 年度，環境省] 

適用法令等 

（2025 年 3 月時

点） 

・化学物質排出把握管理促進法（化管法）：第一種指定化学物質 

・化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）：一般化学物質 

・水道法：水質管理目標 0.01 mg/L 以下（農薬類：ジクワット） 

・ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止及び水域の生活環境動植物の

被害防止に係る指導指針：0.15 mg/L（水濁指針値），130 µg/L（水産指針値）（ど

ちらもジクワットイオン換算値） 

・食品衛生法：残留農薬基準 例えば，玄米 0.03 ppm，大豆 0.4 ppm（ジクワット

イオンに換算したものとすること） 
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・農薬取締法：登録農薬（除草剤） 

・農薬取締法：水域の生活環境動植物の被害防止に係る農薬登録基準（13 μg/L）

（ジクワットイオン換算値） 

・農薬取締法：水質汚濁に係る農薬登録基準（0.015 mg/L）（ジクワットイオン換

算値） 

・GHS 分類結果 15)※4 

 

 

 

 

 
 

※3：環境データについては、PRTR 選定根拠に用いたデータと必ずしも一致しないことがあります。詳細は、「御

利用にあたって」をご確認ください。 

※4：2017 年までの GHS 分類結果は、対象物質選定根拠のひとつとして考慮されますが、必ずしも化管法対象物

質の選定根拠になっていないことがあります。（該当する危険有害性についてピクトグラムを示します） 

■ 引用・参考文献 

1）食品安全委員会「農薬評価書：ジクワット」（2019 年公表） 

https://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20190123008 

2）環境省「水産動植物の被害防止に係る農薬登録保留基準として環境大臣が定める基準の設定に関す

る資料」ジクワットジブロミド（ジクワット）（2016年公表） 

https://www.env.go.jp/content/900544255.pdf 

3）環境省「化学物質の環境リスク初期評価第 5 巻（化学物質の健康影響に関する暫定的有害性評価シ

ート）」（2006 年公表） 

https://www.env.go.jp/chemi/report/h18-12/pdf/chpt2/2-2-2-10.pdf 

4）WHO「Inventory of evaluations performed by the Joint Meeting on Pesticide Residues (JMPR)」 

https://apps.who.int/pesticide-residues-jmpr-database/pesticide?name=DIQUAT 

5）米国 EPA「National Primary Drinking Water Regulations」 

https://www.epa.gov/ground-water-and-drinking-water/national-primary-drinking-water-regulations 

6）厚生労働省「職場のあんぜんサイト」安全データシート 

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/85-00-7.html 

7）米国 EPA「ECOTOX Knowledgebase」 

https://cfpub.epa.gov/ecotox/search.cfm 

8）環境省「水質汚濁に係る農薬登録基準の設定に関する資料」（2020 年公表） 

https://www.env.go.jp/content/900540854.pdf 

9）薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会「農薬・動物用医薬品部会報告について」 

急性毒性 

（経口） 

皮膚腐食性／

刺激性 

眼に対する重

篤な損傷性／

眼刺激性 

皮膚感作性 

急性毒性 

（経皮、吸入：

粉塵、ミスト） 

生殖毒性 

特定標的 

臓器毒性 

（単回・ 

反復暴露） 

水生環境 

有害性 

短期（急性） 

長期（慢性） 

ー6－

https://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20190123008
https://www.env.go.jp/content/900544255.pdf
https://www.env.go.jp/chemi/report/h18-12/pdf/chpt2/2-2-2-10.pdf
https://apps.who.int/pesticide-residues-jmpr-database/pesticide?name=DIQUAT
https://www.epa.gov/ground-water-and-drinking-water/national-primary-drinking-water-regulations
https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/85-00-7.html
https://cfpub.epa.gov/ecotox/search.cfm
https://www.env.go.jp/content/900540854.pdf
https://www.env.go.jp/content/900540854.pdf


６３－７                                                                               第 2 版 

作成日：2026年 3月 13日 

 

６３．ジクアトジブロミド又はジクワット 

ジクワット（2020 年公表） 

https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/pesticide_residues/positive_list/meeting_report/a

ssets/000604329.pdf 

10）（公社）日本水道協会『水道水の水質検査結果（原水・浄水試験）』（2020～2022 年実施） 

http://www.jwwa.or.jp/mizu/ 

11）環境省「化学物質の内分泌かく乱作用に関する今後の対応 EXTEND2022」（2022 年公表） 

https://www.env.go.jp/content/000114063.pdf 

12）環境省「信頼性評価及び試験の実施状況 結果の概要」ジクワット 

https://www.env.go.jp/content/000044209.pdf 

13）（一社）日本植物防疫協会『農薬要覧-2024-』（2024 年 11 月発行） 

14）（一社）日本植物防疫協会『農薬要覧-2022-』（2022 年 12 月発行） 

15）NITE 統合版 政府による GHS 分類結果 

https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/m-nite-85-00-7.html 

■ 性状・用途等に関する参考文献 

・（一社）日本植物防疫協会『農薬ハンドブック 2021 年版（改訂新版）』（2021年 3 月発行） 

■ 改訂履歴 

版数 発行日 改訂内容 

第 1 版 2012 年 初版発行 

第 2 版 2026 年 3 月 13 日 2021 化管法政令改正時選定根拠情報への更新、リスク評価

情報、環境データの更新等 

 

ー7－

https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/pesticide_residues/positive_list/meeting_report/assets/000604329.pdf
https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/pesticide_residues/positive_list/meeting_report/assets/000604329.pdf
http://www.jwwa.or.jp/mizu/
https://www.env.go.jp/content/000114063.pdf
https://www.env.go.jp/content/000044209.pdf
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/m-nite-85-00-7.html



